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広報あしきた　3 月号

３月初旬、約 60 本の梅
の花が咲き誇る芦北高校
裏の峰崎農園さくらの森
を訪れました。梅の花が
放つほのかな香りと春の
陽気に誘われるように、
たくさんのメジロが梅園
の中を元気に飛び回って
いました。

　町内の地域づくり団体や文化・スポーツ団体など
が行うイベント情報などを掲載しませんか。
原稿提出締切　掲載前月の 25 日まで
４月号発行日　４月 15 日（水）
５月号発行日　５月 18 日（月）
※内容や紙面の都合により掲載できないことがあり 
　ます。
＊問い合わせ先
　総務課　秘書広報係
　☎（８２）２５１１（内線２１２）

写真に、①子どもの氏名・ふりがな②年齢③コメ
ント（30 字以内）④住所⑤連絡先（保護者の氏名・
電話番号）を添えて、Ｅメール、郵送、持参のい
ずれかでお申し込みください。
※対象：３歳までの町内在住の子ども

＊申込・問い合わせ先
　総務課　秘書広報係
　☎（８２）２５１１（内線２１２）
　Ｅメール：koho @town.ashikita. lg.jp
　※今月のスマイルギャラリーはお休みします

スマイルギャラリー
掲載写真募集中芦北っ子

２
次
元
バ
ー
コ
ー
ド

（
メ
ー
ル
送
信
用
）

熊
本
県
森
林
組
合
連
合
会
賞

く
ま
も
と
ア
ー
ト
ポ
リ
ス
推
進
賞

Ｗ
受
賞

芦北町営 湯浦温泉センター

　

昨
年
３
月
に
建
て
替
え
ら
れ
た
芦
北
町
営
湯
浦
温
泉
セ

ン
タ
―
が
2
月
11
日
、
第
20
回
く
ま
も
と
ア
ー
ト
ポ
リ
ス

推
進
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
ま
た
2
月
17
日
に
は
第
20
回

熊
本
県
木
材
利
用
大
型
施
設
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
準
優
勝
に

あ
た
る「
熊
本
県
森
林
組
合
連
合
会
賞
」に
輝
き
ま
し
た
。

　

同
セ
ン
タ
ー
は
伝
統
工
法
で
の
木
組
み
や
利
用
者
へ
の

細
か
な
配
慮
と
と
も
に
、
素
材
を
生
か
し
な
が
ら
周
囲
の

環
境
と
融
合
さ
れ
た
建
築
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

木
材
利
用
大
型
施
設
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、
芦
北
町
は
今

回
で
7
カ
所
目
の
受
賞
と
な
り
県
内
町
村
で
は
最
多
の
受

賞
回
数
を
誇
り
ま
す
。
町
で
は
、
国
に
先
駆
け
て
木
材
を

利
用
し
た
公
共
施
設
の
建
設
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

受賞年 受賞施設

平成 11 年 御立岬公園マリンハウス

平成 14 年 大野温泉センタ―

平成 20 年
町立佐敷小学校

平成 21 年 薩摩街道佐敷宿交流館「桝屋」

平成 22 年
地域資源活用総合交流促進施設
（交流センタ―）

平成 25 年 女島活力推進センタ―「ゆめもやい」

これまでの木材利用大型施設コンクール
で受賞した町内施設

県庁であった授賞式で木製の賞状を受け取る
竹﨑町長（木材利用大型施設コンクール）

※アートポリス推進賞受賞

※アートポリス推進賞受賞
人 口　　　１８，７２０人　  （−３１）

男 　　　　８，８１０人　  （−１４）

女 　　　　９，９１０人　  （−１７）

65 歳以上　　　　７，２５８人　  （＋２０）

世 帯 数　　　　７，４７０世帯（−　４）

人口のうごき（H27. ３. １現在）（　）内は前月比

　田浦、湯浦、大野の町立保育所は４月１日から民
営化します。民営化に伴い、一部名称が変わります。
住所や電話番号に変更はありません。

（※４月１日〜）
　    （旧）　　　　　     （新）

「田浦保育所」→「田浦保育園」
「湯浦保育所」→「湯浦保育園」
「大野保育所」→「大野保育園」

お知らせ
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第
16
回
芦
北
う
た
せ
杯
ジ
ュ
ニ
ア
空
手
道

大
会
が
２
月
15
日
に
、
し
ろ
や
ま
ス
カ
イ
ド

ー
ム
と
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
九
州
各
県
や
中
国
・
四
国
地
方

か
ら
82
団
体
・
約
千
人
が
出
場
。
先
鋒
・
中

堅
・
大
将
の
３
人
で
戦
う
団
体
組
手
と
個
人

組
手
で
競
わ
れ
ま
し
た
。
今
大
会
か
ら
は
個

人
組
手
に
幼
児
男
女
の
部
が
新
た
に
設
け
ら

れ
、
ち
び
っ
こ
拳
士
た
ち
も
白
熱
し
た
試
合

を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

地
元
チ
ー
ム
の
芦
北
町
海
王
塾
は
、
団
体

組
手
で
は
中
学
男
子
の
部
で
優
勝
し
、
連
覇

を
果
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
個
人
組
手
で
は

中
学
男
子
の
部
に
出
場
し
た
鬼
塚
大
輝
く
ん

が
見
事
優
勝
。
小
学
５
・
６
年
女
子
の
部
で

は
釡
つ
ば
さ
さ
ん
が
優
勝
し
４
連
覇
を
果
た

す
な
ど
健
闘
し
ま
し
た
。

少
年
少
女
拳
士
が
熱
戦

第
16
回
芦
北
う
た
せ
杯
ジ
ュ
ニ
ア
空
手
道
大
会

【
団
体
組
手
】

▼
中
学
男
子

　

優
勝　

芦
北
町
海
王
塾
Ａ

　
（
鬼
塚
大だ
い
き輝
、田
村
響ひ
び
き、岩
下
照し
ょ
う
え
い
英
）

▼
中
学
女
子

　

準
優
勝　

芦
北
町
海
王
塾

　
（
山
本
真ま

ほ帆
、橋
本
寧ね

ね音
、鬼
塚
愛あ
い
り理
）

【
個
人
組
手
】

▼
小
学
１
・
２
年
男
子

　

３
位　

橋
本
悠ゆ
う
が雅

▼
小
学
５
・
６
年
女
子

　

優
勝　

釡
つ
ば
さ

　

３
位　

橋
本
愛あ
い
り里

▼
中
学
男
子

　

優
勝　

鬼
塚
大だ
い
き輝

▼
中
学
女
子

　

準
優
勝　

山
本
真ま

ほ帆

町
内
関
係
者
上
位
成
績
（
敬
称
略
）

中学男子団体組手で優勝した芦北町海王塾Ａ
（写真左から田村くん、鬼塚くん、岩下くん。

鬼塚くんは中学男子個人組手でも優勝）

小学５・６年女子個人組手で優勝
した釡さん

「
訓
練
、
訓
練
、
避
難
し
て
く
だ
さ
い
」

芦
北
町
防
災
訓
練

　

芦
北
町
防
災
訓
練
が
2
月
22
日
、
し
ろ
や
ま
ス
カ
イ
ド
ー
ム
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
訓
練
は
時
間
雨
量
80
ミ
リ
、
総
雨
量
２
５
０
ミ
リ
を
超
え
る
大
雨
に
よ
り

佐
敷
川
が
氾
濫
し
た
と
い
う
想
定
で
町
・
警
察
・
消
防
な
ど
の
関
係
機
関
や
花

西
地
区
・
芦
北
地
区
の
住
民
な
ど
約
４
５
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

フ
ォ
ト
リ
ポ
ー
ト

小雨が降る中、避難する参加者

芦北町災害対策本部を設置し情報収集

土のう積み訓練をする機動分団と第５分団

消防団による巡回、監視、広報訓練

県警通信機動部隊が災害対策本部に
中継モニターを設置

開設された避難所で受付をする参加者

花西地区自主防災組織の活動発表

プライバシー確保の
ための間仕切り（マ
ジックパネル）体験芦北警察署機能移転訓練

県警機動隊のレスキュー車展示

芦北消防署員の指導で心肺蘇生法を体験防災グッズの展示
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“笑顔”の魔法

チャーリー永谷さん（78）

熊本市在住の歌手でカントリー
ミュージックの第一人者。1989
年から南阿蘇村の巨大野外ステ
ージ「アスペクタ」で、国内最
大のカントリーミュージックの祭
典「カントリーゴールド」を主催。

熊本県市町村広報担当者による合同特集20
歳
の
誕
生
日
に
仲
間
が
演

奏
し
て
く
れ
た
カ
ン
ト

リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
が
き
っ
か
け
で

し
た
。
演
奏
を
聞
い
た
瞬
間
、
私
は

大
き
な
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。｢

こ

の
音
楽
が
し
た
い｣

。
そ
の
思
い
だ

け
で
大
学
を
辞
め
、
カ
ン
ト
リ
ー
歌

手
の
道
を
選
び
ま
し
た
。

　

カ
ン
ト
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
は
今
回
で

26
年
目
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ

ン
ト
に
は
リ
ピ
ー
タ
ー
が
た
く
さ
ん

い
ま
す
。
毎
年
フ
ァ
ン
と
元
気
に
会

え
る
こ
と
を
喜
び
合
い
、
最
後
に
は

来
年
の
再
会
を
約
束
し
て
別
れ
ま

す
。私
に
と
っ
て
は
出
会
い
が
一
番
。

人
と
の
ふ
れ
あ
い
で
つ
な
が
り
を
広

げ
る
こ
と
が
、
音
楽
と
同
じ
く
ら
い

楽
し
み
で
す
。

参
加
者
に
は｢

カ
ン
ト
リ
ー

ゴ
ー
ル
ド
は
、
年
に
１
度
遠

く
離
れ
た
家
族
が
集
ま
る
日
に
な
っ

て
い
る｣

と
言
っ
て
く
れ
る
人
も
い

ま
す
し
、
北
海
道
か
ら
車
で
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
し
て
く
れ
る
人
も
い
ま

す
。
た
く
さ
ん
の
人
に
イ
ベ
ン
ト
の

継
続
を
願
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
こ
と

が
あ
り
が
た
い
で
す
ね
。

　

イ
ベ
ン
ト
を
続
け
て
い
く
た
め
に

は
、
私
が
元
気
で
い
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
待
っ
て
く
れ
て
い
る
フ
ァ

ン
の
た
め
に
も
、
病
気
や
怪
我
を
し

な
い
と
思
う
気
持
ち
が
私
の
元
気
の

秘
訣
で
す
。

い
ま
は
カ
ン
ト
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド

30
回
目
の
開
催
を
目
指
し
て

頑
張
っ
て
い
ま
す
。
音
楽
で
た
く
さ

ん
の
人
と
つ
な
が
り
が
で
き
ま
し

た
。
人
生
の
早
い
時
期
か
ら
カ
ン
ト

リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
に
出
会
え
て
本

当
に
良
か
っ
た
で
す
。こ
れ
か
ら
も
、

音
楽
で
人
と
の
つ
な
が
り
を
広
げ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

熊
本
県
の
高
齢
化
率
は
27
・
２
㌫

（
平
成
25
年
度
調
べ
）。
全
国
平
均
の

24
㌫
を
超
え
て
い
ま
す
。
県
の
平
均

寿
命
と
１
０
０
歳
以
上
の
人
の
割
合

は
ど
ち
ら
も
全
国
10
位
内
。
ま
さ
に

熊
本
は
長
寿
の
県
で
す
。

　

高
齢
者
の
孤
独
死
や
介
護
負
担
の

増
加
は
私
た
ち
に
と
っ
て
も
深
刻
な

問
題
で
す
。
高
齢
社
会
を
支
え
る
人

へ
の
環
境
づ
く
り
も
大
切
で
す
が
、

高
齢
者
自
身
が
元
気
に
暮
ら
す
こ
と

も
必
要
で
す
。
高
齢
者
が
元
気
に
暮

ら
す
た
め
に
必
要
な
こ
と
、
そ
れ
は

｢

生
き
が
い｣

で
す
。

元
気
は
音
楽
と
人
か
ら

音楽を聞き、踊ることが
私の生きがいです。老人
ホームなどで踊りを披露
しています。皆さんが喜
んでくれることがうれし
いです。何でもいいので、
年をとっても趣味を持つ
ことは大切です。 川

かわしま

嶋 捷
としのり

功さん (74)

カントリーミュージックが
大好きです。カントリー
ミュージックでは、知ら
ない人でもすぐ友だちに
なれます。音楽を通して、
人と関わることができる
ので、健康でいられるの
だと思います。 河

こ う ち

内 信
のぶゆき

行さん (71)

　

日
本
で
は
、医
療
や
食
べ
物
が
充

実
し
て
き
た
こ
と
で
平
均
寿
命
が

延
び
、
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

熊
本
県
も
同
じ
状
況
で
す
。

　

高
齢
化
社
会
を
乗
り
切
る
た
め

に
は
、平
均
寿
命
だ
け
で
な
く
、高

齢
者
が
元
気
に
日
常
生
活
を
送
れ

る
健
康
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
が
大

切
で
す
。｢

生
き
が
い｣

に
は
健
康

寿
命
を
延
ば
す
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

高
齢
者
が
健
康
に
暮
ら
す
こ
と

で
、
本
人
の
認
知
症
や
要
介
護
状

態
に
な
る
こ
と
を
未
然
に
防
ぐ
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、介
護
を
す
る
人
の

負
担
も
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

熊
本
学
園
大
学 

社
会
福
祉
学
部

  　
　

和
田 

要
か
な
め 

学
部
長
（
62
）

　

自
分
の
能
力
を
高
め
た
い
。
だ
れ

か
に
喜
ん
で
ほ
し
い
。
つ
な
が
り
を

作
り
た
い
。
ど
ん
な
目
的
か
ら
も
生

き
が
い
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
新
し
く
生
き
が
い
を
見
つ
け
る

だ
け
で
な
く
、
自
分
の
知
識
や
技
術

を
地
域
や
人
に
伝
え
る
こ
と
も
生
き

が
い
で
す
。

　

大
切
な
の
は
一
所
懸
命
に
な
る
こ

と
。
生
き
が
い
を
持
つ
こ
と
で
あ
な

た
は
も
っ
と
輝
き
ま
す
。
あ
な
た
の

｢

い
き
い
き｣

は
家
族
や
地
域
の
人

に
も
伝
わ
り
、
み
ん
な
を｢

い
き
い

き｣

さ
せ
ま
す
。
生
き
が
い
は
み
ん

な
を
笑
顔
に
す
る
魔
法
で
す
。

　
　
健
康
寿
命
を
延
ば
す

　                 「
生
き
が
い
」

熊本県市町村広報担当者による合同特集 ― ” 笑顔 ” の魔法 ―

進
む
県
内
の
高
齢
化

interview

◎ Profile（チャーリー ながたに）

5％

10％

15％

20％

25％

30％

35％

10 万人

20 万人

30 万人

40 万人

50 万人

60 万人

15.4%
18.3%

21.3%
23.7%

25.6%

28.9%
31.6%

33.3%

28.4
万人

34.1
万人

39.6
万人

43.7
万人

46.3
万人

51.3
万人

54.5
万人

55.4
万人

H2 H7 H12 H17 H22 H27 H32 H37

●熊本県内の 65 歳以上の人口と割合
　（出典：熊本県推計人口調査）

私の『生きがい』ファンに聞く

私の
生きがい

い
つ
ま
で
も
元
気
で
い
る
た
め
に

「退職して良かったと思えたのは 1 カ月だけ」。こん
な声を聞いたことはありませんか。長年続けて来た
仕事を引退したあと、日常に物足りなさを感じる人
も少なくありません。老後の暮らしを充実させるた
めに自分の『生きがい』について考えてみませんか。

　
　あ

な
た
の
魔
法
は

誰
を
笑
顔
に
し
ま
す
か
？

生
き
が
い
づ
く
り
の
ヒ
ン
ト
は
次
の
ペ
ー
ジ
へ



2015．3 82015．3広報あしきた　9 広報あしきた

充実した未来に向けて町民講座に参加しませんか

平成27 年 度 　町民講座受講生募集

社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
（
中
央
公
民
館
）

場所 講座名 学習日 年回数 学習時間 講師名 定員

書道（かな） 第 1・3 金曜日 20 回 14：00 ～ 16：00 村田　弘子 20 人

英会話 毎週火曜日 40 回 19：30 ～ 21：30 江口龍文、グリーン・ジュリア
バーン・ニコラス 20 人

韓国語 第 1・3 木曜日 20 回 19：30 ～ 21：30 鳥居　悦子 20 人

短歌 第 1・3 火曜日 20 回  9：30 ～ 11：30 山本　則子 20 人

茶道（裏千家） 第 2・4 火曜日 20 回 19：30 ～ 21：30 清田　晴美 20 人

華道（池坊）（昼） 第 2・4 木曜日 20 回 13：30 ～ 15：30 髙野　 ヨシエ 20 人

華道（小原流）（夜） 第 2・4 木曜日 20 回 19：30 ～ 21：30 一宮　洋子 20 人

舞踊（昼） 第 2・4 火曜日 20 回 13：30 ～ 15：30 三道 　トシエ 20 人

舞踊（夜） 第 2・4 木曜日 20 回 19：30 ～ 21：30 農頭　圭子 15 人

着物着付け（昼） 第 1・3 金曜日 20 回 13：30 ～ 15：30 村上　紀美子 20 人

着物着付け（夜） 第 1・3 金曜日 20 回 19：30 ～ 21：30 宮﨑　元子 20 人

押し花 第 1・3 火曜日 20 回 13：30 ～ 15：30 長船 　カズ子 20 人

竹工芸 第 2・4 木曜日 20 回 19：00 ～ 21：00 大崎　修一 20 人

健康太極拳 第 1・3 土曜日 20 回 13：30 ～ 15：30 宮島　孝 20 人

大正琴（初心者） 第 1・3 木曜日 20 回 19：00 ～ 21：00 緒方　和代
15 人

大正琴（経験者） 第 1・3 土曜日 20 回 10：00 ～ 12：00 緒方　和代

料理 第 1・3 水曜日 20 回    9：30 ～ 12：00 堀口　妃都美 20 人

トールペイント 第 2・4 水曜日 20 回 19：30 ～ 21：30 井上　節子 20 人

論語 第 2・4 土曜日 20 回 13：15 ～ 15：15 筑紫　汎三 20 人

３Ｂ体操 第 1・3 金曜日 20 回 19：30 ～ 21：30 大野　鈴子 20 人

ヨガ（昼） 第 1・3 水曜日 20 回 10：30 ～ 12：00 豊田　美樹 20 人

ヨガ（夜） 第 1・3 木曜日 20 回 19：00 ～ 20：30 豊田　美樹 20 人

絵手紙 第 1・3 金曜日 20 回 19：00 ～ 21：00 山口　啓子 20 人

パッチワーク 第 1・3 火曜日 20 回 13：30 ～ 15：30 鶴岡　洋子 20 人

大野
公民館

舞踊 第 1・3 水曜日 20 回 10：00 ～ 12：00 宮内　ヤス子 10 人

華道（小原流） 第 2・4 木曜日 20 回 14：00 ～ 16：00 一宮　洋子 10 人

吉尾
公民館 舞踊 第 1・3 月曜日 20 回 10：00 ～ 12：00 宮内　ヤス子 10 人

社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

かな書道の入門のいろ

はから作品づくりまで

学べます。同時に実用

ペン字と実用漢字およ

び調和体も学べます。

書道（かな）

イギリス・アメリカか

ら小中学校の英会話講

師として来日されてい

る先生と一緒に英会話

を楽しく学びます。

英会話

ド ラ マ、 映 画、 韓 国 料

理、文化などに触れなが

らレクリエーションも楽

しみ、おしゃべりしなが

ら楽しく韓国語を勉強で

きます。

韓国語

短歌を習って、自分が感

じたこと、見た風景、自

然などを言葉にして頭の

体操をしてみませんか。

短　歌

茶　道 華道（池坊）

イスに座ってお茶の基本

を勉強します。足の不自

由な人も心配いりませ

ん。お茶を楽しみましょ

う。

池坊は、室町時代、生け
花の理念を確立しまし
た。過去から未来へつな
がる一筋の道を歩んでい
ます。

華道（小原流）

小原流は 19 世紀末に、
小原雲心が「盛花」とい
う新形式の生け花を創始
し、近代生け花の道を開
いたことに始まります。

舞　踊

身体の優雅な動きによっ
て、何らかの 情景、感情、
意志などを表現する芸術
です。

着物着付け

日本の伝統文化である美

しい着物を着こなしてみ

ませんか。

押し花

季節折々の草花などを押

し花にして、いつまでも

美しく残しませんか。

押し花が楽しく学べま

す。

竹工芸

竹を加工し、竹ひごを編
み込んで日用品などの荒
物、茶道具などの工芸品、
細工物を作っています。
竹細工で趣味の幅を広げ
ませんか。

健康太極拳

中国古来の健康法です。

ゆったりとした動きで身

体の調子を整えます。

大正琴
大正時代に考案された日
本楽器です。数字で書か
れた音譜により音楽の不
得意な人も簡単に親しむ
事ができます。（貸し琴を
用意しています。）

料　理
四季折々の料理を楽しく

会話しながら作っていま

す。料理は生きる源。長

い人生の源を作る料理教

室を男女問わず、一緒に

受講しませんか。

トールペイント

ヨーロッパの伝統的装飾

技法を土台にして、木、

ブリキ、ガラス、陶器、

布などあらゆる素材に絵

を描きます。

論　語
古い教えと思われていま
すが、今の私たちの生活
にもたくさん生かされて
いて、それを知ると楽し
くなります。町内小中学
校でも読誦（どくじゅ）し
ています。

３Ｂ体操

ボール、ベル、ベルター

の用具を運動の助けとし

て使用しながら、全ての

動きを音楽に合わせて行

う健康体操です。

ヨ　ガ

体の硬い人、体調不良の
人、 運 動 不 足 の 人、 年
齢・男女を問わず楽しめ
ます。姿勢や呼吸法を重
視する「健康促進」を目
的としたヨガです。
昼の部も開講します。

絵手紙

絵手紙は喜ばれると嬉し
いものです。上手に描こ
うと思わずに、普段着の
自分を絵手紙で届けま
しょう。あの人の笑顔を
思い浮かべ楽しく描きま
しょう。

パッチワーク

小さな布をはぎ合わせて

１枚の布にしたものを、

絵のように飾ったりバッ

グなど小物を作ったりし

ます。

NEW ◆受講資格
町内に在住または勤務している人で、１人３講座ま
で受講できます。１講座は最大５年間受講すること
ができます。全講座、男女問いません。
◆申込期間
４月１日（水）〜４月1３日（月）
定員になり次第締め切ります。ただし、定員の４割
に満たない場合は開講しません。
◆受講料
１講座 3,000円（英会話5,000円）です。（教材費は別）

＊問い合わせ先　
　芦北町社会教育センター　☎（８２）２２１３

◆申し込み
社会教育センター、生涯学習課、大野公民館、吉
尾公民館、ヘルシーパーク芦北に申込書がありま
すので、受講料を添えてお申し込みください。
◆開講式
４月 19日（日）午前９時 30 分から社会教育セン
ターで開催します。講座は５月から始まります。
講座の日程表は式当日に配布します。

NEW

NEW

2015．3 8広報あしきた2015．3広報あしきた　9
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自主的に活動している団体が行っている講座です。興味のある人は参加してみませんか。
自主講座受講生募集

団体名 学習日 学習時間 代表者名 電話番号 開催場所

芦北彩友会（絵画） 第 2・4 土曜日 13：00 ～ 16：00 日野　輝生 82-3690 芦北福祉センター

芦北町短歌会 第 3 土曜日 13：00 ～ 16：30 山本　則子 86-2650 社会教育センター

英会話クラブ 毎週水曜日 19：30 ～ 21：30 大見　正治 87-2073 活性化センター（田浦）

花扇会（舞踊） 第 1・3 水曜日ほか 14：00 ～ 16：00 農頭　圭子 82-3181 社会教育センター

合唱団フォローウィンド 第 2・４木曜日 19：30 ～ 21：00 山下　正剛 86-0450 〃

健康太極拳 第 2・4 土曜日 13：30 ～ 15：30 金子　勲子 82-3783 〃

シーサイド芦北(ハワイアンフラ） 第 1・3 火曜日 13：00 ～ 14：30 山田　蕗子 82-3531 〃

スポーツダンスクラブマリン 毎週火曜日 19：30 ～ 21：30 塚本　壽 82-3141 〃

芦北写真愛好会 第 4 木曜日 20：00 ～ 21：30 城戸喜久生 82-2116 ※新規募集なし

松風会（茶道） 第 1・3 月曜日 13：00 ～ 16：00 塩永　玲子 82-3649 社会教育センタ―

書親会（書道） 第 1・3 金曜日 10：00 ～ 12：00 坂本　悦子 82-2144 〃

大正琴愛好会 第 3 土曜日 13：30 ～ 16：00 緒方　和代 87-2354 〃

陶友会（陶芸） 第 1・3 水 / 木曜日 13：00 ～ 16：00 福嶋　順子 86-2439 〃

トールペイントみもざの会 第 2・4 水曜日 17：30 ～ 19：30 鳥居　祐子 86-2378 〃

ビストロ　エリカ（料理） 第 4 水曜日 19：00 ～ 21：00 倉永やす子 87-2247 〃

ふれあい会（舞踊） 毎週木曜日 19：30 ～ 21：00 鎌木　廣美 86-0234 きずなの里

プアナニ芦北 ( ハワイアンフラ） 第 2・3・4 金曜日 14：00 ～ 16：00 村添　久子 86-1166 社会教育センター

やよい会（料理） 月１回（30 日ごろ）  9：30 ～ 12：30 城戸アサノ 82-2792 〃

芳柳流芦北芳柳会（舞踊） 第 2・4 水曜日 13：30 ～ 16：00 橋本千也子 83-0109 〃

　　　〃　　　　（入門コース） 第 2・4 木曜日 13：30 ～ 16：00 川口　定治 82-4550 〃

「朗読部会」カナリア会 第 2・4 水曜日 13：30 ～ 15：30 溝部　健一 82-2817 〃

竹工芸 第 1・3 木曜日 19：00 ～ 21：00 桑𠩤　茂明 82-4332 〃

らくらく３Ｂ体操 第 2・4 水曜日 20：00 ～ 21：30 遠山みちよ 82-3816 〃

プルメリア芦北(ハワイアンフラ） 第1・3水曜/第4金曜日 19：30 ～ 21：00 倉永やす子 87-2247 〃

ブルーマリン（ハワイアンフラ） 第 2・4 火曜日 13：00 〜 14：30 藤井アヤ子 82-3738 きずなの里

薩摩街道ななうら案内人の会 第４土曜日 13：30 〜 15：30 松原久美子 82-4990 社会教育センター

◆申し込み・受講料などのお問い合わせは、各代表者へお願いします。

　

昨
年
7
月
、
芦
北
町
の
中
高

齢
者
５
０
０
人
を
対
象
に
町
民

の
生
き
が
い
感
に
つ
い
て
調
査

し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
55
・
５

％
の
人
が
高
い
生
き
が
い
を
感

じ
て
い
て
、
中
で
も
「
何
ら
か

の
活
動
を
し
て
い
る
人
」
が
よ

り
高
い
生
き
が
い
感
を
持
っ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

何
ら
か
の
活
動
と
は
、
町
民
講

座
や
自
主
講
座
の
ほ
か
、
生
き

生
き
大
学
、
ス
ポ
ー
ツ
、
農
作

業
、
地
区
活
動
な
ど
、
人
に
よ

り
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　　　

生
き
が
い
感
と
は
ど
ち
ら
か

と
い
う
と
未
来
に
向
け
た
視
点

で
、
将
来
に
明
る
い
希
望
や
目

標
を
持
っ
て
い
る
と
感
じ
ら
れ

る
も
の
と
言
わ
れ
ま
す
。
未
来

に
向
け
、
生
き
が
い
感
の
高
い

日
々
を
求
め
て
新
し
い
こ
と
に

挑
戦
し
ま
せ
ん
か
。

生
き
が
い
感
の
高
い
人
は

何
ら
か
の
活
動
を
し
て
い
る

生
き
が
い
感
は

未
来
に
向
け
た
視
点

　

芦
北
町
の
４
地
区
（
上う
わ
ば
る原
、
岩い
わ
や
が
わ
ち

屋
川
内
、

下し
も
し
ら
き

白
木
、
祝
い
わ
い
ざ
か坂

）
と
八
代
市
の
１
地
区
に

伝
わ
る
七
夕
行
事
が
「
八
代
・
芦
北
の
七

夕
綱
」
と
し
て
国
の
民
俗
文
化
財
に
選
択

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
国
の
文
化

審
議
会
が
1
月
16
日
、
記
録
作
成
な
ど
を

し
後
世
に
伝
え
る
べ
き
と
し
て
文
化
庁
長

官
に
答
申
し
ま
し
た
。
文
化
庁
か
ら
の
通

知
（
今
年
3
月
頃
予
定
）
を
も
っ
て
正
式

に
選
択
と
な
る
見
込
み
で
す
。

　

国
の
選
択
無
形
民
俗
文
化
財
と
な
る
の

は
県
内
11
件
目
で
、
町
内
で
は
初
め
て
の

こ
と
で
す
。

　
日
本
の
七
夕
行
事
は
牽け
ん
ぎ
ゅ
う牛

（
彦
星
）・

織
姫
の
星
祭
と
し
て
一
般
的
に
定
着
し
て

い
ま
す
が
、
こ
の
七
夕
綱
は
全
国
的
に
も

例
が
少
な
い
も
の
で
す
。
単
な
る
星
祭
り

の
要
素
だ
け
で
な
く
、
防
災
儀
礼
や
農
耕

儀
礼
と
し
て
の
性
格
を
伝
え
て
い
て
、
我

が
国
の
七
夕
行
事
の
地
域
差
や
変
遷
を
考

え
る
う
え
で
貴
重
な
文
化
財
と
な
っ
て
い

ま
す
。
か
つ
て
は
県
南
地
域
の
30
カ
所
以

上
の
地
区
で
見
ら
れ
ま
し
た
た
が
、
現
在

は
八
代
・
芦
北
地
域
の
５
地
区
で
の
み
伝

承
さ
れ
て
い
ま
す
。

　このニュースにとにかく
驚いています。地区に若い
人や子どもたちが少なくな
り、将来の不安はあります
が、今日を大事に明日を大
事に自分たちができる限り
は継承していきたいです。
国の文化財になることが若
い人や多くの人に参加して
もらうきっかけになればと
思います。

岩屋川内の七夕綱

祝坂の七夕綱（市野瀬）

下白木の七夕綱（白木）

制作の様子（下白木地区）

上原の七夕綱

国
の
民
俗
文
化
財
に

八代・芦北の七夕綱

全
国
的
に
も
例
が
少
な
い
文
化
財

岩本正康さん

岩屋川内公民館長

Interview
　　　　　　毎年８月 6 日ごろ集落の入
　　　　　　り口などに綱を張り、わら製
の人形や履物、農具などのわら細工を吊る
すもの。多くの場合、集落を流れる川を挟
んで綱が張られる。綱を伝って牽牛・織姫
が会う、集落内に悪霊や疫病などが進入す
るのを防ぐ、盆の精霊（先祖の霊）が綱を渡
ってやって来るなどの伝承がある。また、綱
の切れ具合によって農作物の出来を占うこ
とも行われている。

七夕綱

町内では４地区で伝承

芦
北
町
で
初
め
て
の

（上原、岩屋川内、下白木、祝坂）

特報
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日 月 火 水 木 金 土

19  20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 31 1 2 3

4

5 6 7 8 9 10

11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

田浦子育て支援センター  行事予定（３/19 〜４/30）

※支援センターは未就園児と保護者なら誰でも利用できます。
一時保育も行っています。
▶センター利用時間　毎週月曜日〜金曜日
　午前９時 30 分〜正午　午後２時 45 分〜５時 15 分
＊問い合わせ先　田浦子育て支援センター
　☎（８７）００３４

４月９日（木）顔見知り会をしましょう
14日（火）絵本の読み聞かせ
20日（月）〜24日（金）こいのぼり作り
４月30日（木）身体測定・誕生会

＊イベントについての問い合わせ先
　芦北町役場　　　　☎（８２）２５１１
　教育委員会　　　　☎（８７）１１７１
　保健センター　　　☎（８６）０２００
　社会教育センター　☎（８２）２２１３

3 月
芦北町イベントカレンダー

3月19日〜4月25日

図書館休館日
【社教センター】
３月21日（土・祝）、４月5日（日）
【田浦図書室】
３月23日（月）、４月13日（月）

4 月

でこぽんキッズ

（保健センター）

でこぽんキッズ

（保健センター）

でこぽんキッズ

（保健センター）

でこぽんキッズ

（保健センター）

でこぽんキッズ

（保健センター）

３〜４カ月児健診
（保健センター）

物忘れ・認知症相談

（きずなの里）14:00〜

※要予約

農業委員会総会

（役場大会議室）

でこぽんキッズ

（保健センター）

３歳児健診

（保健センター）

年金出張相談

9:30 〜※要予約

（役場３階会議室）

湯浦諏訪神社例大祭

芦北うたせマラソン

9:00 〜　　
（芦北海浜総合公園）

町民講座開講式

（社教センター）

町内小学校卒業式町内小学校修了式

うらら祭り

（物産館肥後うらら）

　　　　　〜 22 日

町民講座閉講式

（社教センタ―）

春分の日

合併 10 周年記念

Ｎ H Ｋのど自慢　

11:00 開場

（しろやまスカイドーム）

※入場整理券が必要

３〜４カ月児健診

（保健センター）

１歳６カ月児健診

（保健センター）

町内中学校修了式

合併10周年記念
ＮHＫのど自慢予選会
12:00 〜※入場自由

（しろやまスカイドーム）

芦北幼稚園卒園式

田浦保育所

卒園式・閉所式

湯浦保育所

卒園式・閉所式

大野保育所

卒園式・閉所式

淳光育児園卒園式

芦北保育園卒園式

吉尾保育園卒園式

育児園すくすく卒園式

計石保育園卒園式

熊本県議会議員一般

選挙投票日

熊本県議会議員一般

選挙告示日

芦北幼稚園

入園式・始業式
町内小学校入学式

町内小中学校始業式

町内中学校入学式

※日程は変更になることがあります

P24

P24

P8

まちだより

P15

P15

駒打シイタケ原木販売

（農林水産課）

〜 17 日※要申込み

P17

土地・家屋価格等帳

簿の縦覧開始

（税務課）〜６月１日

P16

内は関連ページ

　芦北海浜総合公園は
　３月 30 日（月）、４月６日（月）も営業します。
　※通常は月曜定休

芦
北
消
防
署

芦
北
警
察
署

事
件
・
事
故
は
１
１
０
番

☎（
８
２
）４
７
３
１

火
事
と
救
急
は
１
１
９
番

☎（
８
２
）３
１
１
０

平
成
26
年
の
芦
北
消
防
署
管
内
の

火
災
・
救
急
出
動
件
数
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

振
り
込
め
詐
欺
を
始
め
と
す
る

　
特
殊
詐
欺
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　

平
成
26
年
中
に
お
け
る
県
内
の

特
殊
詐
欺
被
害
は
、
認
知
件
数
87

件
（
前
年
比
＋
12
件
）、
被
害
金
額

約
６
億
４
千
万
円
（
前
年
比
＋
約

２
億
９
千
万
円
）
で
、
件
数
・
被
害

額
と
も
に
増
加
し
、
特
に
被
害
額
は

過
去
最
高
と
な
り
ま
し
た
。

　

県
内
の
発
生
状
況
は
、
架
空
請
求

名
目
や
金
融
商
品
取
引
名
目
に
お
い

て
被
害
額
が
１
千
万
円
を
超
え
る
被

害
が
多
発
す
る
な
ど
危
機
的
な
状
況

で
あ
り
、
本
年
も
更
な
る
被
害
拡
大

が
危
惧
さ
れ
ま
す
。

●
架
空
請
求
名
目

　

被
害
者
方
に
○
○
食
品
の
Ａ
、
△

△
銀
行
の
Ｂ
と
名
乗
る
男
か
ら
電
話

が
あ
り
「
○
○
食
品
の
債
権
を
買
う

権
利
が
当
た
り
ま
し
た
。」「
名
義
を

貸
し
て
く
だ
さ
い
。
迷
惑
は
か
け
ま

せ
ん
。」
と
名
義
貸
し
を
頼
ま
れ
た

の
で
承
諾
し
た
。

　

す
る
と
、
金
融
庁
の
Ｃ
と
名
乗
る

男
か
ら
電
話
が
あ
り
「
名
義
貸
し
は

証
券
取
引
法
違
反
に
な
り
罰
せ
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
デ
ー
タ
を

改
ざ
ん
し
て
何
も
な
か
っ
た
こ
と

し
て
欲
し
け
れ
ば
お
金
を
送
っ
て

く
だ
さ
い
。」
と
言
わ
れ
、
宅
配
便

で
８
回
に
わ
た
り
、
現
金
合
計
８
，

１
２
０
万
円
を
送
付
し
騙
し
取
ら
れ

た
。

　

◎
内
訳

　

・
建
物
火
災　

２
件

　

・
車
両
火
災　

３
件

　

・
そ
の
他　
　

３
件

　

◎
内
訳

　

・
急
病　
　
　

４
２
６
件

　

・
一
般
負
傷　

１
０
８
件

　

・
交
通
事
故　

36
件

　

・
水
難
事
故　

３
件

　

・
自
損
行
為　

３
件

　

・
運
動
競
技　

４
件

　

・
労
働
災
害　

10
件

　

・
加
害　
　
　

３
件

　

・
火
災　
　
　

２
件

　

・
そ
の
他　
　

１
３
８
件

　

平
成
26
年
の
火
災
出
動
件
数
は
８

件
（
前
年
比
＋
１
件
）、
救
急
出
動

件
数
は
７
３
３
件
（
前
年
比
＋
10

件
）
と
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
気
候
も
徐
々
に
暖
か
く

な
っ
て
い
き
ま
す
が
、
体
調
管
理
に

は
十
分
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
火
の
元
、
火
の
取
り
扱
い
に
は

十
分
注
意
し
て
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

●
金
融
商
品
取
引
名
目

　

被
害
者
方
に
医
療
機
器
関
連
会
社

か
ら
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
が
入
っ
た

封
筒
が
届
く
と
、
○
○
商
事
の
Ａ
と

名
乗
る
男
か
ら
電
話
が
あ
り
、「
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
が
届
い
て
い
ま
せ
ん

か
。
そ
の
会
社
は
将
来
有
望
な
会
社

で
、
封
筒
に
入
っ
て
い
る
権
利
証
を

譲
っ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
。」
と
言

わ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
Ａ
か
ら
何
度
も
電
話
が

あ
り
、「
権
利
を
購
入
し
て
も
元
本

は
保
証
さ
れ
ま
す
。
当
社
の
代
わ
り

に
権
利
を
購
入
し
て
も
ら
え
ば
、
購

入
代
金
と
合
わ
せ
て
謝
礼
金
を
支

払
い
ま
す
。」
と
言
わ
れ
た
こ
と
か

ら
、
権
利
を
購
入
す
れ
ば
謝
礼
が
も

ら
え
る
と
信
じ
て
、
犯
人
が
指
定
し

た
被
害
者
宅
近
く
の
駐
車
場
で
２
回

に
わ
た
り
、
犯
人
に
現
金
合
計
２
，

２
０
０
万
円
を
手
渡
し
て
騙
し
取
ら

れ
た
。

「
レ
タ
ー
パ
ッ
ク
で
金
を
送
れ
」「
あ

な
た
だ
け
特
別
」「
必
ず
儲
か
る
」「
Ａ

Ｔ
Ｍ
を
操
作
し
て
」「
ロ
ト
６
の
当

選
番
号
を
教
え
る
」「
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
が
届
い
て
な
い
か
」
…

　

上
手
い
話
に
騙
さ
れ
な
い
よ
う
に

注
意
し
て
下
さ
い
。

最
近
の
手
口

詐
欺
で
よ
く
使
わ
れ
る
騙
し
文
句

◆
火
災
出
動
件
数
　
８
件

◆
救
急
出
動
件
数
　
７
３
３
件

芦北保育園入園式

計石保育園入園式

吉尾保育園入園式

大野保育園

開園式・入園式

淳光育児園入園式

田浦保育園

　開園式・入園式

湯浦保育園

　開園式・入園式
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私
は
、
韓
国
で
大
学
を
卒
業
し
、

２
０
１
１
年
４
月
に
国
際
交
流
員
と
し
て
来

町
し
ま
し
た
。
初
め
て
の
社
会
人
生
活
を
芦

北
町
で
ス
タ
ー
ト
し
、
最
初
は
右
も
左
も
分

か
ら
な
い
韓
国
か
ら
来
た
子
で
し
た
が
、
優

し
い
皆
さ
ん
に
囲
ま
れ
、
い
ろ
ん
な
こ
と
を

学
ん
だ
り
経
験
し
た
り
し
て
成
長
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

韓
国
人
に
と
っ
て
日
本
は
、
隣
同
士
で
昔

か
ら
交
流
や
似
て
い
る
文
化
も
多
い
け
ど
、

色
ん
な
問
題
が
発
生
し
た
り
お
互
い
に
誤
解

を
持
っ
て
い
た
り
し
て
「
近
く
て
遠
い
国
」

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
日
韓
関
係
を
縮
め
た
い
と
い
う
気
持
ち
で

国
際
交
流
員
に
な
り
ま
し
た
が
、
両
国
が
お

互
い
の
こ
と
を
意
外
と
知
ら
な
い
こ
と
に
気

づ
き
、「
よ
り
多
く
の
人
に
韓
国
の
こ
と
を

知
っ
て
も
ら
お
う
」
と
い
う
心
掛
け
で
仕
事

に
臨
み
ま
し
た
。
出
前
講
座
や
語
学
・
文
化

講
座
な
ど
で
、
子
供
か
ら
年
配
の
方
ま
で
た

く
さ
ん
の
方
々
と
交
流
を
深
め
な
が
ら
、
多

く
の
方
が
韓
国
に
対
し
て
友
好
的
と
い
う
こ

芦
北
町
国
際
交
流
員

李
允
景
（
イ
・
ユ
ン
ギ
ョ
ン
）

　

ア
ン
ニ
ョ
ン
ハ
セ
ヨ
！

　

突
然
で
す
が
、
３
月
か
ら
芦
北
を
離
れ
る

こ
と
に
な
り
、
芦
北
チ
ョ
ア
チ
ョ
ア
記
が
今

月
で
最
終
回
と
な
り
ま
す
。
日
韓
の
文
化
の

違
い
や
芦
北
で
の
生
活
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ

話
し
て
み
た
い
と
い
う
気
持
ち
か
ら
始
ま
っ

た
こ
の
記
事
が
も
う
34
回
目
を
迎
え
ま
し

た
。
ネ
タ
選
び
に
悩
ん
だ
と
き
も
、
話
し
た

い
こ
と
が
多
す
ぎ
て
内
容
を
削
る
こ
と
に

困
っ
た
と
き
も
あ
り
ま
し
た
が
、「
い
つ
も

チ
ョ
ア
チ
ョ
ア
記
読
ん
で
る
よ
」
と
、
皆
さ

ん
か
ら
励
ま
さ
れ
た
お
か
げ
で
今
ま
で
続
け

ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。

景け
い

さ
ん
の

芦
北
チ
ョ
ア
チ
ョ
ア
記

（
第
34
回
）

最終回

　

町
の
国
際
交
流
や
国
際
理
解
推
進
の
た

め
芦
北
町
に
勤
務
し
て
い
た
国
際
交
流
員
の

李
允
景
さ
ん
が
2
月
末
で
退
任
し
ま
し
た
。

　

李
さ
ん
は
２
０
１
１
年
４
月
に
来
町
し
、

約
４
年
間
、
韓
国
語
講
座
や
出
前
講
座
、

国
際
交
流
ま
つ
り
な
ど
、
国
際
交
流
事
業

の
企
画
運
営
に
携
わ
り
ま
し
た
。
こ
の
３

月
か
ら
は
駐
福
岡
大
韓
民
国
総
領
事
館
に

勤
務
さ
れ
ま
す
。
あ
と
１
年
の
任
期
を
残

し
て
の
退
任
と
な
り
ま
し
た
が
、
新
た
な

ス
テ
ッ
プ
に
挑
戦
す
る
李
さ
ん
の
今
後
の

活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

李い

允ゆ
ん
ぎ
ょ
ん景
さ
ん
が
退
任

国
際
交
流
員
の

と
を
体
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
講

座
や
イ
ベ
ン
ト
に
快
く
参
加
し
て
く
だ
さ
っ

た
皆
さ
ん
に
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
も
、舞
踊
、書
道
、ビ
ー

チ
サ
ッ
カ
ー
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
な
ど
、
新
し

い
こ
と
に
挑
戦
が
で
き
、
と
て
も
楽
し
い
時

間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
そ
の
他
に
も
、
新
鮮

で
お
い
し
い
も
の
を
満
喫
し
た
り
、
温
泉
め

ぐ
り
し
て
い
た
り
…
芦
北
町
で
の
良
か
っ
た

こ
と
を
語
る
と
き
り
が
な
い
で
す
ね
…
。
こ

の
よ
う
な
楽
し
い
思
い
出
が
た
く
さ
ん
詰

ま
っ
て
い
る
芦
北
町
を
離
れ
る
と
思
う
と
、

無
性
に
悲
し
く
な
り
ま
す
。
芦
北
町
が
恋
し

く
な
っ
た
と
き
は
遊
び
に
来
ま
す
の
で
、
そ

の
と
き
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

　

こ
れ
か
ら
は
駐
福
岡
大
韓
民
国
総
領
事
館

で
日
韓
関
係
に
携
わ
る
仕
事
を
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
芦
北
町
で
の
経
験
や
皆
さ
ん
か

ら
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
て
、
も
っ
と
友
好

的
な
日
韓
関
係
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
頑
張
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
芦
北
町
民
の
一
人
で

あ
っ
た
こ
と
を
誇
り
に
思
い
、
皆
さ
ん
と
の

大
切
な
縁
を
持
ち
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
約
４
年
間
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。新しい職場はこの近くです

2 月 24 日、最後の出前講座の様子
（大野小で児童たちとチヂミづくり）

熊
本
県
指
定
重
要
文
化
財

平
成
10
年
３
月
11
日
指
定
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天
下
泰
平
銘
鬼
瓦
・
桐
紋
鬼
瓦

＊
問
い
合
わ
せ
先　
　

　

生
涯
学
習
課　

文
化
振
興
係　

　

☎
（
８
７
）
１
１
７
１
（ 

内
線
１
４
５
）   

発
見
さ
れ
ま
し
た
。
天
下
泰
平
銘
鬼
瓦
よ
り

大
き
く
縦
40
㎝
、
横
69
㎝
で
す
。
桐
紋
は
、

パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
に
も
印
字
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
日
本
国
政
府
の
紋
章
で
す
が
、
本
来
は

菊
と
と
も
に
皇
室
の
紋
で
、
室
町
幕
府
や
豊

臣
秀
吉
な
ど
の
天
下
人
に
も
与
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
特
に
豊
臣
秀
吉
の
紋
は
有
名
で
太
閤

桐
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
佐
敷
城
か
ら
桐
紋
鬼

瓦
が
出
土
し
た
こ
と
は
、
加
藤
清
正
と
豊
臣

家
と
の
関
わ
り
を
示
す
象
徴
的
な
瓦
と
言
え

ま
す
。
桐
紋
は
、
中
心
茎く

き

と
左
右
の
支
茎
に

あ
る
花
の
数
で
呼
び
方
が
あ
り
、
一
般
的
に

は
五
三
の
桐
（
＝
中
心
に
花
が
5
つ
と
左
右

に
3
つ
の
こ
と
）
や
五
七
の
桐
が
有
名
で
す

が
、
佐
敷
城
跡
出
土
の
瓦
は
七
七
の
桐
と
、

珍
し
い
形
を
し
て
い
ま
す
。

こ
の
2
つ
の
瓦
は
、
他
の
割
れ
た
瓦
と

は
違
い
、
ほ
と
ん
ど
完
全
な
姿
で
発

見
さ
れ
て
い
る
た
め
、
城
を
破
壊
す
る
時
に

最
初
に
取
り
外
さ
れ
て
丁
寧
に
据
え
ら
れ
、

特
別
な
扱
い
を
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
発

掘
調
査
で
は
、
他
に
も
朝
鮮
半
島
系
の
瓦
な

ど
多
種
多
様
な
瓦
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
県
指
定
文
化
財
と
な
っ
た
2
点
の
鬼
瓦

は
佐
敷
城
を
象
徴
す
る
文
化
財
と
言
え
ま
す
。

　

政
治
や
宗
教
に
関
し
て
争
い
ご
と
が
絶
え

な
い
今
日
こ
の
頃
で
す
が
、
い
つ
の
時
代
も

「
天
下
泰
平
国
土
安
穏
」
を
人
々
は
望
ん
で

い
た
と
、
再
認
識
さ
せ
る
文
化
財
と
言
え
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

今
回
は
、
佐
敷
城
跡
か
ら
出
土
し
た
、
天

下
泰
平
銘
鬼
瓦
と
桐
紋
鬼
瓦
を
紹
介
し
ま

す
。
鬼
瓦
は
、
屋
根
の
棟
の
端
に
用
い
る
板

状
の
大
き
な
瓦
で
、
厄
除
け
と
装
飾
を
兼
ね

た
飾
り
瓦
で
す
。

　

天
下
泰
平
銘
鬼
瓦
は
、
平
成
7
年
度
の

調
査
で
本
丸
か
ら
見
て
南
東
側
に
あ

る
追
手
門
跡
で
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
大
き
さ

は
縦
25
・
5
㎝
、
横
36
・
5
㎝
で
、「
天
下
泰

平
国
土
安
隠
（
穏
）」
と
浮
き
彫
り
さ
れ
て

お
り
、
文
字
自
体
を
デ
ザ
イ
ン
化
し
た
鬼
瓦

は
全
国
的
に
珍
し
い
も
の
と
さ
れ
ま
す
。
戦

国
乱
世
を
終
わ
ら
せ
平
和
を
つ
く
る
決
意

を
、
加
藤
清
正
が
信
仰
し
て
い
た
法
華
経
の

思
想
に
基
づ
き
表
現
し
て
い
る
と
も
言
わ
れ

ま
す
。

桐
紋
鬼
瓦
は
、
平
成
8
年
度
の
調
査
で

本
丸
へ
入
る
北
西
側
の
通
路
上
か
ら

芦北に残る文化遺産

任期満了に伴う熊本県議会議員一般選挙が行われます。

＊問い合わせ先
　芦北町選挙管理委員会　☎（８２）２５１１（内線２１９）

◆期日前投票

熊本県議会議員一般選挙のお知らせ

◆告 示 日　平成 27 年４月３日（金）

◆投 票 日　平成 27 年４月 12 日（日）

   （投票時間） 午前７時〜※終了（閉鎖）時刻は各投票区（所）で異なります。

当日に投票ができない場合は、お早めに期日前投票をお済ませください。
◇期日前投票所および投票ができる期間
　　【芦北町役場本庁】　　４月４日（土）〜 11 日（土）
　　【田浦基幹支所】　　　４月 8 日（水）〜 11 日（土）
◇期日前投票ができる時間　
　　午前８時 30 分〜午後８時

★今回の選挙から投票所が変わります。
　第 2 投票区（田浦町１・２・３・４）　
　【投票所】　「田浦保育所」 → 「芦北町地域活性化センター」

天下泰平銘鬼瓦（上）と桐紋鬼瓦（下）
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お 知 ら せお 知 ら せ

　カンキツ類の開花期防除に当たっては、農薬散
布によるミツバチへの危害が生じないよう、近く
の養蜂家と巣箱の位置や防除計画など事前に情報
交換を行いましょう。また、農薬散布に際しては、
ミツバチや巣箱に農薬がかからないよう十分注意
しましょう。
＊問い合わせ先
　熊本県農業技術課
　☎０９６（３３３）２３８１
　

ミツバチに対する農薬危害防止注
意

■募集期間：４月１日（水）〜５月 11 日（月）
■応募資格：日本国籍を持つ人で
　青年海外協力隊は満 20 歳〜満 39 歳　　　　
　シニア海外ボランティアは満 40 歳〜満 69 歳
■派遣期間　原則 2 年間（短期もあります）
■体験談＆説明会
　日時　３月 29 日（日）午後２時〜４時
　　　　４月 18 日（土）午後２時〜４時
　場所　熊本市国際交流会館　４階
＊問い合わせ先
　ＪＩＣ A 九州　☎０９３（６７１）８２０５
　ＪＩＣ A デスク熊本　☎０９６（３５９）２１３０

ＪＩＣA青年海外協力隊・
シニア海外ボランティア　募集

募
集

　町有林から伐採したクヌギに種菌を駒打ちした
シイタケほだ木を販売します。
■申込方法　役場農林水産課に直接または電話で
　　　　　　申込みください。
■申込期間　３月 23 日（月）〜 31 日（火）
■販売引渡　４月 13 日（月）〜 17 日（金）
　　　（申込みの際に希望日をお知らせください）
■引渡場所　芦北町役場
■販売本数　数に限りがあるので、申込み本数が
　　　　　　多い人は調整する場合があります。
■販売金額　ほだ木（長さ１m）１本当たり
　　　　　　　大（直径 15㎝以上）1,000 円
　　　　　　　中（直径 14㎝以下）800 円

　ほだ木は昨年春に駒打ちして約１年間伏せ込ん
であります。種菌には人気の高い「にく丸」という
品種を使い、早ければ今年の冬には収穫できます。
管理次第では同じほだ木から３シーズンは収穫が
見込め、庭先やベランダでも栽培できます。
＊申込・問い合わせ先　
　農林水産課　林務水産係
　☎（８２）２５１１（内線２７２）

駒打シイタケ原木を販売します

　平成 27 年度の公衆浴場無料入浴券を次のとお
り交付します。
■対象者　本町に住民票があり、居住している人
　のうち、次の①〜③のいずれかに該当する人
　①７０歳以上の人
　②身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健
　　福祉手帳のいずれかを持っている人
　③身体障害者手帳の１種１級から３級（ペース
　　メーカー・弁置換手術を行った人を除く）ま
　　たは療育手帳 A1・A2 を保持している人を介
　　護する人（介護者のみの申請はできません）
■交付枚数　
　１人年間 70 枚（１枚につき 170 円分）
　※入浴料が 170 円を超える差額分は個人負担
■交付開始日　３月 30 日（月）〜
■交付場所　福祉課、田浦基幹支所、
　　　　　　吉尾・大野・湯浦出張所
■利用期間　平成 27 年４月１日
　　　　　　　　　〜平成 28 年３月 31 日
＊問い合わせ先
　福祉課　高齢者福祉係、障害者福祉係
　☎（８２）２５１１（内線１５２・１５３）

公衆浴場無料入浴券を交付します
入
浴
券

■競技種目（16 種目）　ラージボール卓球、テニ
ス、ソフトテニス、ソフトボール、ゲートボール、
ペタンク、ゴルフ、健康マラソン、弓道、剣道、
グラウンドゴルフ、なぎなた、太極拳、ソフトバ
レーボール、サッカー、ダンススポーツ
■競技会場　熊本県民総合運動公園ほか４会場
■日程　５月 12 日（火）〜 22 日（金）※予定
■参加資格　県内在住で平成 28 年４月 1 日時点
　で 60 歳以上の人（昭和 31 年４月 1 日以前に
　生まれた人）※健康マラソン女子は 50 歳代の
　人も参加できます。　
■参加費　個人競技は 700 円、団体競技は種目
　により金額が異なります。
■募集締切　３月 23 日（月）必着
■申込方法　役場福祉課または教育委員会などに
　置いてあるパンフレットで申込みください。
＊問い合わせ先
　（一財）熊本さわやか長寿財団生きがい推進課
　☎０９６（３５４）３０８３　

熊本県シルバースポーツ交流大会
参加者募集

募
集

販
売

　鯉のぼりの季節になりますが、感電事故防止の
ため電線の近くでの鯉のぼりの掲揚や魚釣りは絶
対に行わないでください。　
　もしも鯉のぼりや釣り糸が電線にかかった場合
は、自分で取ろうとせず九州電力までご連絡くだ
さい。
＊問い合わせ先
　九州電力㈱八代営業所
　☎０１２０（９８６）６０６

電線付近でのこいのぼり掲揚や
魚釣りは危険です

　平成２７年度分の土地・家屋価格など帳簿の縦
覧ができます。縦覧できるのは固定資産税の納税
義務者と納税管理人（代理人可）です。
■期間　４月１日（水）〜６月１日（月）
■縦覧場所　役場税務課
■縦覧に必要なもの　
　身分証明書（運転免許証や保険証など）
　※代理人の場合は委任状と代理人の身分証明書
縦覧とは納税者に自己の資産が適正評価されてい
るか確認してもらうために同一区域内の他の土地
や家屋の価格が記載されている帳簿をご覧になれ
る制度です。
＊問い合わせ先
　税務課　固定資産税係
　☎ （８２）２５１１　（内線１２４・１２５）

土地・家屋価格等帳簿の縦覧縦
覧

実施団体 取組み内容

葦北鉄砲隊 創隊 10 周年記念事業として「全国火縄銃サミット」を開催。251 人一斉射撃
を成功させ、見事ギネス世界記録に認定

「みんな de 縁」実行委員会 農家民宿「縁」でコンサートや伝統料理教室などを実施

ＮＰＯ法人　ばらん家 米や黒砂糖を使った商品開発を実施

ＮＰＯ法人　赤松館保存会 園芸・ガーデニング講習会やベニシア・スタンリー・スミスさんの講演会、
パッチワーク・キルト展の実施

薩摩街道ななうら案内人の会 薩摩街道のルート再現と保存、案内人の養成を実施するとともに、芦北海岸
等散策マップを作成

あしきた農業協同組合 春まきそばの安定供給対策と日本一早い新そば街道の実施

（公財）水俣・芦北地域振興財団では、地域の産業の振興に関する事業や地域住民による自主的な活
動などに対して、水俣・芦北地域振興計画に基づく地域振興事業として助成を行っています。

水俣・芦北地域振興財団の助成により
町内６団体が地域の活性化につながる取組みを実施

●平成 26 年度実施事業

　改正児童買春・児童ポルノ禁止法が昨年施行さ
れ、今年７月 15 日から児童ポルノ単純所持罪が
適用されることとなり、自己の性的好奇心を満た
す目的で児童ポルノを所持した場合、１年以下の
懲役又は 100 万円以下の罰金が科せられます。
　少年に有害な雑誌・DVD などを廃棄する場合
は、少年の目に触れることがないよう適切な方法
による廃棄をお願いします。
＊問い合わせ先
　熊本県くらしの安全推進課
　☎０９６（３３３）２２９４　

児童ポルノの
単純所持が罰せられます

注
意
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く
ま
も
と
夢
ト
ー
ク
in
あ
し
き
た

　
田
舎
は
通
信
環
境
が
命
。
色
ん
な
人
と
繋

が
っ
て
い
る
と
実
感
で
き
る
。
当
地
に
来
る

移
住
者
た
ち
に
と
っ
て
も
古
石
地
区
で
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
が
使
え
る
よ
う
に
な
れ
ば
い
い

と
思
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
空
き
家
の
利
用
促
進
を
図
っ
て
ほ

し
い
。
仏
壇
が
あ
る
か
ら
と
か
、
実
際
に
は

細
か
い
問
題
も
あ
る
。
せ
っ
か
く
来
た
い
と

思
っ
て
い
る
人
が
い
る
の
で
、
何
と
か
仕
組

み
を
整
備
し
て
ほ
し
い
。

　

い
ず
れ
は
、
農
作
業
に
没
頭
し
、
い
つ
か

は
賞
を
も
ら
え
る
よ
う
な
農
業
を
し
た
い
。

農
業
法
人
化
す
る
こ
と
も
必
要
か
な
と
考
え

て
い
る
。

　
Ｊ
Ａ
女
性
部
で
は
子
ど
も
達
へ
の
食
育
や

一
年
を
通
し
た
食
農
教
育
な
ど
も
し
た
い
。

若
い
人
に
世
代
を
こ
え
て
伝
統
料
理
の
継
承

に
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
柑
橘
類
ジ
ャ

ム
加
工
所
な
ど
も
作
っ
て
、
仲
間
と
と
も
に

自
家
生
産
・
加
工
販
売
に
取
り
組
み
た
い
。

　

漁
船
を
降
り
た
ら
、
民
宿
を
す
る
の
が
夢
。

ま
た
、
漁
協
で
は
平
成
28
年
度
に
地
元
海
産

物
の
直
売
所
の
開
設
を
予
定
し
て
い
る
。
え

び
か
り
ん
と
う
な
ど
特
産
加
工
品
の
商
品
化

や
併
設
す
る
レ
ス
ト
ラ
ン
で
提
供
す
る
料
理

開
発
に
取
り
組
み
た
い
。

　
現
在
の
漁
獲
高
で
は
、
漁
協
に
直
接
揚
げ

続
け
て
も
生
活
が
苦
し
い
。
加
工
商
品
化
し

て
販
売
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
感
じ
て
い
る
。

　今回意見をいただき、これで終わりで
はなく、意見を整理して行動する。これ
が夢トークのいいところ。
　今、国が初めて地方のことを真剣に考
えている。市町と協力して、皆さんの意
見をどんどん県に届けてほしい。それを
もとに県は多くのことを成し遂げてきた。
皆さんの意見が、地域を、県を、そして
日本をより良いものにしていく。

蒲
島
知
事
と
地
域
の
夢
を
語
る

　

蒲
島
知
事
が
県
内
各
地
で
住
民
と
意
見

交
換
す
る
「
く
ま
も
と
夢
ト
ー
ク
」
が
１

月
30
日
、
古
石
地
区
の
農
家
民
宿
「
縁え
に
し」

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
水
俣
芦
北
地
域
で
地
域
お
こ
し

に
取
り
組
む
女
性
8
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

本
町
か
ら
は
有
吉
尚
美
さ
ん
（
古
石
北
）、

寺
本
眞
理
子
さ
ん
（
田
浦
町
２
）、
遠
山
菊

江
さ
ん
（
計
石
西
）
が
参
加
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
目
標
や
夢
を
蒲
島
知
事
と
語
り
合
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
蒲
島
知
事
は
夢
ト
ー
ク
に
先
立

ち
各
市
町
の
施
設
を
視
察
。
視
察
先
の
古

石
み
ど
り
の
里
で
は
船
津
邦
夫
館
長
か
ら

施
設
の
利
用
状
況
な
ど
の
説
明
を
受
け
、

自
転
車
発
電
に
も
挑
戦
し
て
い
ま
し
た
。

農家民宿「縁」経営

有吉尚美さん

デコポン生産、
Ｊ A あしきた女性部長

寺本眞理子さん

うたせ船漁、うたせ船
観光組合女性部代表

遠山菊江さん

蒲島郁夫 熊本県知事

平成 26 年度は芦北町健康フェアを初開催
献血の模擬体験や講演会、食の健康相談、簡易血
糖チェック、人間ドックに関する展示など様々な
催し物を実施しました。また、芦北町オリジナル
の「あしきた健康体操」を制作し初披露しました。
今後も被保険者の皆さまの健康増進や医療機関へ
の適正受診をサポートしていきます。

国
民
健
康
保
険
は
安
心
し
て
医
療
を
受
け
る

た
め
の
制
度
で
す
。

　

日
本
で
は
、
す
べ
て
の
人
が
何
ら
か
の
医
療
保

険
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
国
民
健

康
保
険
（
以
下
国
保
）
は
そ
の
医
療
保
険
の
う
ち

の
ひ
と
つ
で
、
市
区
町
村
ご
と
に
運
営
し
て
い
ま

す
。
万
一
の
と
き
に
安
心
し
て
医
療
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
、
加
入
者
が
保
険
税
を
出
し

合
い
、
医
療
費
な
ど
に
充
て
る
助
け
合
い
の
制
度

で
す
。

芦
北
町
の
国
保
は
健
全
な
財
政
運
営
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
に
つ
い
て
は
医
療
費
な
ど
の
増
加

は
あ
り
ま
し
た
が
、
実
質
的
な
収
支
は
黒
字
を
維

持
し
て
い
ま
す
。

　

芦
北
町
国
保
は
合
併
以
来
国
保
税
率
を
据
え
置

き
、
一
度
も
増
税
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

被
保
険
者
の
皆
さ
ん
は
安
心
し
て
医
療
機
関
を

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

芦北町国民健康保険レポート
　

芦
北
町
国
保
で
は
健
全
な
財
政
運
営
の
も
と
、

被
保
険
者
の
健
康
管
理
と
疾
病
の
早
期
発
見
、
早

期
治
療
を
目
的
と
し
た
事
業
を
積
極
的
に
実
施
し

て
い
ま
す
。

歳入は国庫支出金が全体の 30.4％を占め
最も多く、国や県からの交付金などの財源
に頼っている状況です。

歳出は医療費や調剤などにかかる保険給付費、
後期高齢者支援金、共同事業拠出金と医療費
にかかる費用でほとんどを占めています。医
療費は年々増加傾向にあります。

国民健康保険税

国庫支出金

県支出金療養給付費交付金

前期高齢者交付金

共同事業交付金

繰入金

繰越金、その他

総務管理費、その他

保険給付費後期高齢者支援金等

介護納付金

共同事業拠出金

合
併
以
来
国
保
税
を
増
税
し
て
い
ま
せ
ん
。

23 億 8,967 万円
（71.3％）

3 億 225 万円（9.0％）

1 億 4,001 万円（4.2％）

3 億 9,298 万円
（11.7％）

1 億 2,739 万円（3.8％）

3 億 7,809 万円
（10.5％）

10 億 9,126 万円
（30.4％）

2 億 3,127 万円
（6.4％）2 億 6,948 万円（7.5％）

7 億 8,406 万円
（21.9％）

4 億 7,796 万円
（13.3％）

1 億 5,749 万円
（4.4％）

1 億 9,792 万円
　　（5.6％）

歳出

歳入

33 億 5,230 万円

35 億 8,753 万円

平成 25 年度決算の状況

歳入総額

歳出総額

＊問い合わせ先
　住民生活課 健康づくり推進室 医療年金係
　☎（８２）２５１１（内線１４９）

（※万単位未満は四捨五入）
平成 25 年度被保険者数 5,701 人（3,332 世帯）



2015．3 202015．3広報あしきた　21 広報あしきた

ま ち の わ だ い まちのわだいまちのわだい
堆肥生産で熊本県知事賞受賞

綱田牧場経営者の綱田圭吾さん（中央）と従業員の皆さん
「受賞を機に豚ぷん堆肥をＰＲしていきたい」と綱田さん

　合志市のＪ A 教育センタ―で 2 月 25 日、熊本県堆肥
共励会表彰式があり、最も優れた取組みであるとして高
岡南の㈲綱田牧場が大賞の熊本県知事賞を受賞しまし
た。綱田牧場は厚さ数 10 センチの敷料（堆肥）の上で
豚を飼育する発酵床式の養豚を行っており、この堆肥を
利用した土壌改良材「イケイケ豚とん」を生産していま
す。経営者の綱田圭吾さんは「豚の生育環境を良くしよ
うと、従業員と試行錯誤しながら、より良いものを求め
続けてきたことが受賞につながった」と話しました。

見つかるか？！恐竜の化石

夢中になって化石を探す参加者（太田海岸）

　2 月７日に行われた町民歴史講座で、町内各地に眠る
化石について現地見学が行われました。御船町恐竜博物
館の池上直樹主任学芸員が講師を務め、告地区にあるメ
ガロドンの化石を見学したり御立岬周辺で化石を探した
りしました。田浦の太田海岸では、参加者が夢中になっ
てハンマーで石を割りながら化石を探していました。恐
竜とはいきませんでしたが、巻き貝の化石が見つかると
歓声があがりました。池上学芸員は「対岸の御所浦で恐
竜の化石が見つかっているので、芦北町で出ても不思議
ではない」と話していました。

大岩で恒例の小正月行事

ふれあい演芸大会で弾いているのは三味線？

　大岩地区で毎年恒例となっている小正月行事が 2 月 8
日に行われました。小雨が降る中、木の棒にワラを巻き
付けたもので、「もぐらんぽー、もぐら打ちー」という
かけ声に合わせ地面を叩き、五穀豊穣を願いました。そ
の後、柿の木の幹に傷をつけて傷口に白米を食べさせる

「柿ノ木なーれなれ」が行われました。「なれば食わすっ
ぞ、ならんば切っ倒すぞ」と柿の木にはやし言葉を浴び
せていました。今年の秋にはたくさん柿の実がなること
でしょう。

　芦北地区犯罪被害者支援連絡協議会の総会が 2 月 24
日、芦北町役場であり、総会後、NPO 法人「いのちを
つなぐ会」代表理事高濵伸一さんによる講演会が行われ
ました。高濱さんは「子どもたちの命にありがとう」と
いうテーマで当時 19 歳だった大学生の長男を交通事故
で亡くした経験を涙ながらに語りました。「いらない命
なんて決してない、みんな一つずつ大切な命がある」と
参加者に訴えました。いのちをつなぐ会はがんや難病患
者、被害者家族が自らの体験を通して命の大切さを伝え
る活動を行っています。

子どもたちの命にありがとう

「もぐらんぽー、もぐらんぽー、もぐら打ち！」

「軽
けいべん

便ポンプ」を町に寄贈

軽便ポンプの実演。14 メートル先まで水が飛びます
（写真右が山本さん）

　山本正博さん（伏木氏）が 2 月 25 日、「軽便ポンプ」
を町に寄贈しました。軽便ポンプとは明治・大正時代に
製造され、昭和半ばまで使用されていた消火器材です。
水を張った桶などにポンプの下部を入れて、上部を抜き
差しすると水鉄砲の原理で噴射口から水が飛び出しま
す。このポンプは 80 年前に伏木氏地区で起きた火災で
実際に消火活動に使用されたそうです。山本さんは「山
本家４代にわたり大切に保管していた。有効活用してほ
しい」と話しました。ポンプは消防の歴史を語る貴重な
文化財として、町社会教育センターに展示されています。

　芦北町老人クラブ連合会の合併 10 周年記念式典が 2
月 28 日、地域活性化センタ―で行われ、約 300 人が参
加して 10 周年を祝いました。式典では、永田功会長の
あいさつに続き、老人クラブの発展に貢献した 13 人の
功労者に感謝状の贈呈がありました。
　式典後は、引き続き毎年恒例のふれあい演芸大会が行
われ、合唱やカラオケ、踊りなど、芸達者な出演者の演
芸に大きな拍手が贈られていました。

祝老人クラブ連合会合併10周年

大野保育所の祖父母参観で孫とお遊戯する祖父母

ま
ち

か
ど
ス
ナ
ッ
プ

　芦北町自治公民館活動研修会が 2 月 15 日に社会教育
センターで開催されました。今年度は田川公民館と箙瀬
公民館の事例発表があり、約 50 人の参加者は活発に意
見交換しました。田川公民館は明るい農村体験として
行っている田植え、稲刈り、餅つきや親睦事業としての
卓球大会、４年に１度の大運動会を開催しており、今後
の活動として自主防災組織の結成に向けて取り組んでい
ます。箙瀬地区は黄色い旗を使った安否確認を全世帯を
対象として取り組んでいるほか、健康教室を開催し、糖
尿病や高血圧予防のため栄養指導と調理実習を行ってい
ます。

活発な公民館活動を事例発表

亡くした子どもの写真を手に遺族の想いを話す高濵さん

事例発表を聞く参加者の皆さん

「おにはーそと！」でこぽんキッズが鬼を撃退

２月５日 ２月 19 日
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編
　
集
　
後
　
記

　

県
内
市
町
村
の
広
報
担
当
者
に

よ
る
合
同
特
集
で
「
生
き
が
い
」

を
テ
ー
マ
に
取
材
し
ま
し
た
。
生

き
が
い
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
が
、

趣
味
を
持
つ
こ
と
や
特
技
を
生
か

す
こ
と
が
生
き
が
い
に
つ
な
が
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。
私
も
以
前
は

多
趣
味
だ
っ
た
の
で
す
が
、
最
近

は
趣
味
と
い
え
る
も
の
が
な
い
よ

う
な
気
が
し
ま
す
（
単
に
飽
き
っ

ぽ
い
だ
け
で
す
が
）。
実
益
も
兼

ね
て
改
め
て
写
真
の
勉
強
で
も
し

て
み
よ
う
か
な
と
思
う
今
日
こ
の

頃
で
す
。　
　
　
　
（
上
野
）

　

３
年
前
、
広
報
担
当
に
な
っ
た

の
を
き
っ
か
け
に
デ
ジ
タ
ル
一
眼

レ
フ
カ
メ
ラ
を
買
い
ま
し
た
。
趣

味
に
で
き
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て

い
た
の
で
す
が
、
結
局
、
ほ
と
ん

ど
仕
事
で
し
か
使
っ
て
い
な
く

て
、
技
術
も
な
か
な
か
上
達
し
ま

せ
ん
…
。
先
日
、
う
た
せ
杯
空
手

道
大
会
で
１
日
カ
メ
ラ
を
構
え
て

い
た
の
で
す
が
、
動
き
が
早
い

ス
ポ
ー
ツ
シ
ー
ン
の
撮
影
は
難
し

く
、
自
分
が
納
得
い
く
写
真
が
な

か
な
か
撮
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
い

つ
か
は
自
分
が
「
こ
れ
だ
！
」
と

思
え
る
１
枚
を
撮
っ
て
み
た
い
も

の
で
す
。
と
り
あ
え
ず
、
こ
の
春

は
桜
景
色
を
撮
り
に
カ
メ
ラ
を

持
っ
て
外
に
出
て
み
よ
う
と
思
い

ま
す
。　
　
　
　
　
（
か
ま
ち
）

今月の絵手紙

橋
本
タ
マ
子

【
町
民
講
座
】　　

　
　
　【

町
民
講
座
】

書
道
（
か
な
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
藤　

清
美　

短
歌

　
【
町
民
講
座
】　

　

寒
風
は
我
が
も
の
顔
で
長
居
す
る
息
止
め
耐
え
る
真
冬
の
漁
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
元
千
恵
美

　

立
春
の
風
の
冷
た
さ
身
に
し
み
る
薄
べ
に
色
の
梅
ふ
く
ら
む
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

丸
田
久
美
子

　

春
浅
き
波
打
ち
際
に
み
ず
み
ず
し
若わ
か
め布
う
ち
よ
せ
風
も
温
み
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
岡　

ミ
ホ

　

ね
こ
柳
銀
の
穂
花
は
陽
に
ゆ
れ
て
川
辺
の
風
は
春
を
呼
び
く
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

才
田　

明

　

あ
り
が
と
う
と
い
う
声
か
け
が
ど
よ
め
き
て
巨
人
キ
ャ
ン
プ
の

　

長
嶋
さ
ん
へ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

道
園　

鈴
子

　
【
田
浦
短
歌
会
】　

　

杖
な
く
ば
歩
け
ぬ
わ
れ
に
寄
り
添
い
て
こ
と
ば
か
け
く
る
看
護
師
さ
ん
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
本
ナ
ミ
エ

　

何
気
な
く
拾
い
あ
げ
た
る
紙
切
れ
に「
や
さ
し
い
き
み
で
い
き
て
ほ
し
い
」と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
山　

澄
子

　

山
梨
の
町
を
こ
め
た
る
ぶ
ど
う
畑
息
づ
き
き
こ
ゆ
紫
匂
う　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

溝
口　

陵
子

　

立
春
は
名
の
み
ば
か
り
で
さ
む
ざ
む
と
田
の
畔く
ろ

に
咲
く
ほ
と
け
の
ざ　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
下
キ
ミ
子

　

下
校
の
児
ら
道
巾は
ば

占
め
て
ゆ
く
脇
を
憚

は
ば
か
り
に
つ
つ
夕
刊
配
る　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
郷
た
も
る

　
　
「
奥
の
細
道
」
抄　

「
ふ
ぐ
」

お 誕 生 お め で と う

ご 冥 福 を お 祈 り し ま す

　氏　　名　　   出生日　   性別　  保護者　　　区

上村　東
と う ま

磨　　  １．２５　　男　　慶太　　  田浦町１

山本　心
こ こ ろ

愛　　  １．２８　　女　　賢太朗　  乙千屋

池田　杏
あ ん り

里　　  １．３１　　女　　健一　　  湯南団地

橋本　昊
あ さ ひ

柊　　  ２．  ６　　男　　健史　　  花岡西

長上　健
けんしん

真　　  ２．１３　　男　　伸樹　　  天月

H27. ２. １〜２.28 受付分（敬称略）受付件数５件

※本町窓口に届け出た人で、承認を得た人を掲載しています。
　町外に提出した人で、掲載を希望する場合は、役場総務課
　秘書広報係までご連絡ください。

　氏　　名               死亡日　     　年齢　　　　  区　

勝田　榮喜　　　   ２．  ２　　  ８９　　　田浦１

道園　シズエ　　   ２．  ５　　  ８６　　　湯浦南

一村　ユミ　　　   ２．  ８　　  ９４　　　女島西

本村　春野　　　   ２．  ８　　  ７１　　　田浦４

江口　習　　　　   ２．  ９　　  ９０　　　田浦４

上松　フヂノ　　   ２．１０　　  ９５　　　大尼田

川口　春子　　　   ２．１１　　  ８８　　　乙千屋

竹永　進　　　　   ２．１１　　  ８１　　　宮浦

藤井　キエ　　　   ２．１２　　  ８８　　　平生

才原　フサエ　　   ２．１２　　  ８８　　　天月

一田　良志　　　   ２．１３　　  ８０　　　大野

白坂　一美　　　   ２．１３　　  ６８　　　花岡西

上松　照男　　　   ２．１６　　  ８６　　　鶴木山

中川　武男　　　   ２．１７　　  ８６　　　小田浦２

德永　保人　　　   ２．２２　　１００　　  大野

告宮　敏夫　　　   ２．２３　　  ９４　　　東告

山下　健二　　　   ２．２４　　  ５３　　　大川内東

塩木　　澄　　　   ２．２５　　  ８５　　　塩浸

福田　竹春　　　   ２．２７　　  ４８　　　計石東

濱田　トエ　　　   ２．２８　　  ９４　　　小田浦４

H27. ２. １〜２.28 受付分（敬称略）受付件数 24 件

※本町窓口に届け出た人で、承諾を得た人を掲載しています。

　

○
期
間　
　
　

５
月
10
日
㈰
ま
で

　

○
休
館
日　
　

第
２
・
４
月
曜
日
（
祝
日
除
く
）

　

○
開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

＊
問
い
合
わ
せ
先　

　

星
野
富
弘
美
術
館

　

☎
（
８
６
）
１
６
０
０

「
星
野
富
弘
の
詩
画
と
第
８
回
詩
画
公
募
入
賞
作
品
展
」

▶
「
美
し
い
今
（
ア
リ
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
」

　

今
年
度
は
惜
し
く
も
入
賞
を
逃
し
た
町
内

小
中
学
生
や
一
般
の
作
品
を
湯
浦
温
泉
周
辺

の
「
湯
の
香
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
で
展
示
し
ま
す
。

ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
１
周
約
１
キ
ロ
で
徒
歩
20
分

ほ
ど
で
回
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

春
の
あ
た
た
か
な
日
差
し
を
浴
び
て
詩
画

を
ゆ
っ
た
り
鑑
賞
し
ま
せ
ん
か
。

　

２
月
14
日
、
第
８
回
詩
画
公
募
展
の
授
賞

式
が
行
わ
れ
、
公
募
展
の
入
賞
者
に
竹
﨑
町

長
か
ら
賞
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

審
査
員
の
坂
田
燦
先
生
は
「
日
々
の
見
て

感
じ
た
こ
と
、
思
っ
た
こ
と
を
詩
画
に
し
て

あ
り
、
非
常
に
い
い
作
品
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
し
た
」
と
講
評
し
ま
し
た
。

町
内
出
品
者
の
作
品
は

湯
の
香
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
展
示

美術館だより

開
催
中

芦北町立

　　　　　熊本県明るい選挙
　　　　　　　　啓発作品コンクール

ポ
ス
タ
ー
の
部　

入
賞

吉
尾
小
1
年　

松
岡
心こ
こ
あ愛

平成 26 年度

公募展入賞者の皆さん

町内の入賞作品を紹介します。
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芦北町合併 10 周年を記念し、「ＮＨＫのど自慢」を開催します。

■３月 28 日（土）の予選会観覧は入場自由です。

　　　　　　　　　　　　（11：30 頃開場予定　12：00 歌唱開始）
※どなたでも入場できますが、満席の場合は入場を制限することがあります。
※会場内での飲食はできません。

芦北町民総合センタ―（しろやまスカイドーム）

放
送
予
定

３月 29 日（日）　12：15 〜 13：00
　　　　　　　　　　　（ＮＨＫ総合・国際）

※放送日時は変更になることがあります。
※高校野球が中止の場合、ラジオ第１でも放送します。

皆さんのご声援をお願いします
2015 芦北うたせマラソン大会

３月22日（日）、芦北海岸一帯で芦北うたせマラソン大会を実施します。
当日は県内外から 2,253 人のランナーが参加しますので、皆さんの温かいご声援
をお願いします。

※９時 10 分から 12 時 40 分までの３時間半、マラソンコース内は交通規制が行
われ、車両の通行はで　きません。また、コース内への路上駐車は大会の運営に
支障がありますのでご遠慮ください。
※応援は女島活力推進センタ―ゆめもやい、芦北町役場などの駐車場をご利用く
ださい。 （ゆめもやい駐車場は９時 10 分から最終ランナー通過まで車の出し入
れができません）

コース図
交通規制：９：10 〜 12：40
※規制中は車両の通行ができません

３月 22 日（日）
芦北海岸一帯で開催

総合テレビで
生放送（予定）

  芦北町合併10周年記念

ＮＨＫのど自慢
3月29日（日）

駐車場には限りがあり
ます。公共交通機関を
利用するか、お乗り合
わせのうえご来場くだ
さい。

■場所

３月 29 日（日）の本選観覧には、Ｎ H Ｋから送付された入場整理券（はがき）が必要です。


